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緒 言

ここ数 年 来,若 年 層 を中心 として,ウ ォ-ク

マ ン型 を含 め た,ヘ ッ ドホ ンの類 が広 く普 及 し

て いる.そ れ らを使 用 して長 時 間,音 楽 等 を聴

取 す る傾 向が 高 ま り,へ ッ ドホ ン使 用 に よる聴

器障 害発生 の 危険性 を訴 える報告 をき くよ うにに

な って久 しい.

加 えて,デ ィス コや ロッ クコンサー トな どの

強大 音暴 露 に よ り,感 音性難 聴 が発症 す る可能

性が 高 くな る とい う指摘 は,海 外で は1968年 に

Rintelmann1)ら が,ま た本邦 では1977年 に中村2)

や 南3)らが,症 例報 告 したのに 始 まって,1985年

佐藤4)が昭 和57年 か らの3年 間騒 音研 究会に40施

設 より集 積 され た84症 例 を ま とめて分 析発 表す

るな ど,近 年 か な り多 くの報 告がみ られ る。 し

か るにに,ヘ ッ ドホ ンの使 用状 況 や,そ れ に伴 う

聴器 障害 に係 わ る報告例 としては,古 くは1960

年 に萩 野5)の電話 交換 手 を対 象 とした報 告があり,

最近 では小泉6) 7),や三 宅8)によるヘ ッ ドホン難聴の

調査 ・研 究報 告 な どがあ るが,な お その実 態にこ

つ いて の報告例 は比較 的少 な い.

そこで著 者 らは,四 国の一地 域 にお け る,中

学 ・高校 生 の 間で のヘ ッ ドホ ン使用 の実 態 を調

べ,か つヘ ッ ドホ ン使用 と聴器 自覚 症状 の関連

性 を調べ るためア ンケー ト調 査 を施行 したので,

その結果 に若 干 の考 察 ・統 計学 的処 理 を加 えて

報告 す る.

対 象 と 方 法

著 者 らは"別 表0"の よ うな質問項 目 を設け

た用 紙 を作 成 して,昭 和58年5月 に香 川県大 川

郡 の3・ 町立 中学校(男 子586名,女 子566名,

計1,152名)と, 2・県立高 等学校(男 子714名,

女子351名,計1,065名)の 生徒 ・学 生総 計2,217

名 に配布 し,自 記式 ・留置 法に て調査 ・回収 し

た.回 答率 は100%で あ った.(質 問 内容 に よっ

ては複数 回答 も認め てい る.)

表0　 聴 力障害 アンケー ト調査

香川県大川郡は県東部に位置しているが,当

地へは毎年,岡 山大学耳鼻咽喉科学教室より学
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校検 診 に赴 いてお り,十 後 ひ きつづ い ての追 跡

調査 が可 能 であ る こ と,お よび交通 騒 音や カ ラ

オケ等 に よ る家庭 騒音,そ の他 の耳科学 的 に問

題 とすべ き環 境騒 音 は特 にに認め られず,本 調査

を施行 す る地域特 性 に適合 す る もの と判断 しえ

た こ とな どに よ り,当 地 を選定 した.

本調 査 は,ヘ ッ ドホンな どの使用 に よる内耳

障 害の可 能性 を明 らか にす るこ とを主眼 にお い

たため,質 問項 目の 中の"耳 の 自覚 症状"を,

耳 鳴 と難聴,そ の他 に分 類 した.そ の他 の項 目

の 中には,耳 閉感 ・耳痛 ・耳 掻痒 感 な どが含 ま

れ るが,こ れ らは主 と して外耳 ・中耳疾 患 に差

つ く場 合 が 多いため,こ の よ うな労類 で行 な っ

た.

またヘ ッ ドホ ンの種類 と して,ヘ ッ ドホ ン,

ウ ォ-ク マ ン型ヘ ッ ドホ ンお よび イヤ ホ ンの3

種 に身類 したが,使 用 形態 としてヘ ッ ドホ ンは

両 耳介部 に同時圧 着 にて値用 す るのに対 し,イ

ヤ ホ ンは片耳 の外 耳道 内に挿 入 して使 用す る も

のであ る.ウ ォー クマ ン型ヘ ッ ドホンは,本 調

査 を行 な った頃 は開放 型,両 耳装 用型 が主体 で

あっ たが,近 年 は岡例 耳へ の挿 入型が 主流 であ

る.一 方,使 用場 所 ・聴 取 内容 としては,ヘ ッ

ドホンは室 内使用 が主 で,ス テ レオ等 に よ る音

楽聴取 が主体 で あ り,ウ ォー クマ ン型ヘ ッ ドホ

ンは,通 勤 通学途 上 を含め て,室 外 ・携帯 用 と

しての使用 が主 で ある.イ ヤ ホ ンは使 用場所や

聴取 内容 が比較 的限定 され るこ とな く,多 岐に

わた って い る.こ の よ うに,使 用形 態や使用 場

所 ・聴取 内容 に各々 の傾 向が あ り,そ の種 類の

違 いに よ り,内 耳へ の影響 性 に も差 をきた しう

る と考 え たため, 3種 に分 け て調 査 した.(結 果

の統 計学 的解析 は κ2検定 を用いて有意差検 定 を

行 なった.)

図1　 ヘ ッ ドホ ン な どの使 用状 況

注: aは 各 棒 グラ フの下 に 記 す,例 数nに 対

す る%を 示 す(***: p<0.001),

図2　 ヘ ッ ドホンなどの榎類別利用率

注: aは 各々の例数nに 対す る%を 示す.

表1　 ヘ ッドホンなどの使用者が聴いている内容

注:複 数回答可

***: p<0.001, **: p<0.01,

*: P<0.05, N. S.:有 意 差 な し.

表2　 耳に自覚症状 を有す る音

(ヘッ ドホンな どの使用に無関係)

結 果

1) 回答率

調査 対 象音数2,217名 よ り,すべ て有効 回答 を
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得 て回収率100%で あ った.

2) ヘ ッ ドホ ンな どの使用 状況(図1)

ヘ ッ ドホンや ウ ォー クマ ン型ヘ ッ ドホ ンな ら

び に イヤ ホン などの,い ずれ か を僕 用 して い る

者 が 中学 生 の41.8%,高 校 生 の50.8%で あ った.

高校 生 にお け る使 用率 が 中学生 よ りも有 意 に高

く(P<0.001),中 ・高 生 を合 わせ た男女 比較

では,男 子51.5%女 子37.8%と な り,男 子 にお

いて有意 に 高 い使 用率 であ った.(p<0.001).

3) ヘ ッ ドホ ンの種 類別 利用率(図2)

中 ・高生全 体 で は,ヘ ッ ドホ ン67.0%,ウ ォ

ー クマ ン型ヘ ッ ドホ ン28 .9%,イ ヤ ホン23.5%

とヘ ッ ドホ ンの使 用率 が他 の二者 に比 して,各 々

有 意 に高か った(p<0.001).中 ・高生 を比較

す る と,ヘ ッ ドホ ン使 用率 は 中学 生66.3%,高

校 生67.7%と 両 者 に差 はな いが,イ ヤ ホ ンの使

用 率 は,中 学生30.8%に 対 し高校生17.0%で 中

学 生 にに有 意 に高 く(p<0.001),ウ ォ-ク マ ン

型ヘ ッ ドホ ンの使 用率 は,逆 に,高 校 生 が36.4

%な のに対 して 中学生 は20.4%で 高校 生の 方が

有 意 に高か った(p<0.001).

4) ヘ ッ ドホ ンな どで聴 いてい る内容(表1)

中 ・高生全体 として音 楽聴 取 を 目的 とした も

のが 多 く,学 習 を 目的 とした科用 はわ ずか であ

り,特 に高校 生 にお いてそ の傾 向 が強か っ た.

音楽 の 内訳 としては,"そ の他"の 項 目に包括 し

た歌 謡 曲 ・ニュー ミュー ジ ックが 中.高 校 生 と

もに 多か った.ロ ック音楽 聴取 の割合 は高校 生

が中学生 よ りも有意 にに高 か った(p<0.001)
の

男女 別 にみ て も,中 学男子 でロ ック音楽 を聴 く

者 はヘ ッ ドホン な どの使用 者277名 中96名(34.7

%)な の に対 し,高 校 男子 は398名 中208名(52.3

表3　 耳の有訴率 とヘ ッ トホンなどの使用の有無

注: (n)は 各 々の全体 の例数, 8は(n)に 穀す る%を 示す.

表4　 ヘ ッ ドホンな どの使用群におけ る使用年数 ・

週間使用 日数 ・1日使用時間(平 均値 で表示)

注: (n)は 例 数

表5　 ヘ ッ ドホンなどの使用者における使用年数と

有訴率 との関係

表6　 ヘ ッドホンなどの使用者における週間使用 日

数 と有訴率 との間係

表7　 ヘ ッ ドホンな どの使用者における1日 使用時

間と有訴率 との間係
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%)で あ った.女 子 では,中 学女子 が204名 中52

名(25.6%)な の に対 し,高 校 女子 は143名 中60

名(42.0%)と,中 学生 ・高校生 とも ロッ ク音

楽聴取率 が 男子 におい て有 意に高 か った(い ず

れ もp<0.05).

表8　 ヘ ッ ドホンな どの種類 と聴器 自覚症状の関係

注: (n)は 各々の全体の例数, aは(n)に 対する%を 示す.

表9　 ヘ ッ ドホンな どの使用者におけるロック聴取

と聴器 自覚症状の関係

表10　 耳疾患の既往歴

表11　 耳疾患の内訳

注:複 数回答可, (n)は 各々の全体の例数

表12　 ヘ ッドホンなどの使用 と既往歴の関係

5) 耳 の 自覚 症状(表2)
"現在

,耳 に何 らか の 自覚 症状 を有 して いる

者の割 合"(以 下,有 訴率 と呼ぶ)を 調べ た とこ

ろ,中 学生全 体 で7.2%,高 校 生全体 で は10.3%

と,高校 生 にこお いて有意 に高 か った(p<0.01).

自覚症 状の 内訳 としては耳鳴75.1%,難 聴 感17.6

%,そ の他10.9%と な り,耳 鳴が最 も多か った.

6) 耳の有 訴率 とヘ ッ ドホンな どの使用 の有無

(表3)

表3は"耳 に 自覚 症状 を有 す る者"(以 下,有

訴者 と呼 ぶ)を さらにに,ヘ ッ ドホ ンな どを使用

してい る者(以 下,使 用群 と呼ぶ)と,値 用 し

てい ない若(以 下,非 使 用群 と呼 ぶ)に 公 類 し

た結 果 を示 した もの であ る,使 用群 の有 訴率 は

中学 生8.5%,高 校 生11.6%で あ り,一 方非使用

群 の有訴率 は,中 学生6.3%,高 校 生9.0%で あ

った.中 学 生の み,及 び高校 生のみ の 比較 では,

いずれ も使 用群 にお いて有訴 率が 高 い傾 向 にあ

ったが有 意差 を認め るには至 らなか った.中 ・

高校 生全体 でみ ると,使 用群 で は10.2%の 有訴

中 で あ り,非 使 用群 では7.4%の 有 訴率 を示 し,

使 用群の 有訴 率が非値 用群 に比 して有 意にご高 か

った(p<0.05).男 女 間の 比較 を行 なった とこ

ろ,使 用群 ・非使 用群 とも女 子が 男子 よ りも有

訴率 が高 く,特 に高校 生の使 用群 にお いて,女

子の有 訴率 が 男子 よ りも有 意 に高 か った(p<

0.001).
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7) ヘ ッ ドホンな どの使用 年数 ・週 間使 用 日数 ・

1日 使用 時 間 と有 訴率(表4～7)

まず,使 用 群 の使 用年数 の 平均 を求 め た とこ

ろ(表4参 照),中 学 生 では 男女 とも2.2年,高

校 生 では 男子3.2年,女 子2.9年 であ った.使 用

群 の使 用年 数分 布 を と り,そ れ を も とに使 用年

数 と有訴 率 の関係 を検討 した結 果が表5で ある.

使 用2年 未満 の者 と2年 以上 の 者の 間に は特に

差 は認め なか った が,中 学生 では3年 間 を境 に

7.0%対10.7%,さ らに4年 間を境 に7.2%対15.7

%と, 4年 以 上の使 用群 が有 意 に高 い有 訴率 を

示 した(p<0.45).高 校 生 にお いて は使用 年数

に よる有 意差 を認 め なか った.

週 間使 用 日数 につ いて は,平 均 は中 ・高校 と

も男子 は3.6日,女 子 は3.1日 であ ったが,使 用

群 にお け る週 間使 用 日数 と有訴率 の 関係 を調べ

た ところ(表6参 照),週 間使 用 日数 に よ る有音

差 は認 め なか つた.

さらに, 1日 使 用 時間 の平均 は,中 学 生は男

女 とも1.3時 間,高 校 生 は錫子1.6時 間,女 子1.7

時 間 であ った. 1日 使 用 時間 と有訴率 の 関係 を

検 討 した と ころ(表7参 照),中 ・高校 生 全体 で

1時 間 未満 の使用 者 の有 訴率 が5.3%, 1時 間以

上2時 間未 満 の者 が8.7%,2時 間 以上3時 間未

満 の者 が14.7%と なっ てお り, 1日 使用 時間 が

多いほ ど有 訴率 も高 くな る傾 向が み られ た.特

に 中学 生 で は, 2時 間 未満6.3%,2時 間 以上

13.5%の 有 訴中 を示 し, 2時 間 を境 と して有意

差 を認 め た(P<0.01).中 ・高校生 全体 で は,

 1時 間 を境 に5%の 危険率 で,ま た, 2時 間 を

境 に1%の 危険率 で各々有 意差 を認 め た,

8) ヘ ッ ドホ ンな どの種類 と聴 器 自覚 症状 の関

係(表8)

中 ・高校生 全体 で,ヘ ッ ドホ ンを使 用 して い

る もの は696名 で,そ の中 で 自覚 症状 を有 して い

る もの は70名(10.1%),ウ ォー クマ ン型ヘ ッ ド

ホンの使 用者 は302名 で有訴 者 は28名(9.3%),

イヤホ ンの使 用者 は258名 で有訴 者 は24名(9.3

%)と い う結 果 で,ヘ ッ ドホ ンな どの種 類 に よ

る 自覚症状 有 訴率 に 明 らか な有 意差 を認 めなか

った。

9) ヘ ッ ドホン な どの使用 者 におけ る,ロ ック

聴 取 と聴器 自覚症 状 の関係(表9)

ヘ ッ ドホ ンな どで聴 い てい る内容 は,前 述 の

よ うに歌謡 曲 ・ニ ュー ミュー ジ ック系 が最 も多

く,ロ ッ クが それ に次 い で 多か った.ヘ ッ ドホ

ン な どの使 用者 を,ロ ッ ク音楽 を聴 く春 と聴 か

な い者に分 け て,両 者 の 自覚 症状 有訴率 に差 が

あ るか ど うか をみ たのが表9で あ るが,ロ ック

聴取(+)群 が434名 中47名(10.8%)に 症 状 を

認め たの に対 し,ロ ック聴 取(-)群 は600名 中

58名(9.7%)と い う結 果 で,両 者 に明 らか な有

意差 は認 めなか っ た.

10) 耳疾 患既往歴

過 去の耳 疾患既 往の 割合 をみ る と(表10参 照)

中学 生は35.2%に,高 校 生 は28.6%に 既往 を認

め,中 学生 にに有 意に高 い既 往率 を認め た(p<

0.001).男 女比較 す る と,中 掌生 では男子31.1

%に 対 して女 子 は39.6%で 女 子 に 有 意 に高 く

(p<0.05),高 校 生 ににお いて も男子24.6%,女

子36.5%で 女 子 に 有音 に高 い既往 率 を認め た

(p<0.001).

耳疾 患 の内訳 を表11に 示 したが,中 耳炎 が最

も多 く,中 ・高生 全体 でみ る と,"既 往 あ り"と

答 えた者 の63.1%に 認 め られた.聴 力損失 へ の

影響 が少 ない外耳 道炎 は28.7%で,不 明 を含め

ての"そ の池"は14.5%で あった.

既往 歴 の有無 とヘ ッ ドホン使 用 の有 無 ににつ い

ての 関係 を調べ た結果 が表12で あ る.中 ・高生

全体 でみ る と,男 子 では既往 歴は使 用群が28.1

%,非 使 用群 は26.9%で あ り, 1両群 問 に有 意差

は認 め られなか った.同 様 に,女 子 につ いて も,

使用群41.7%に 対 し非使 用群 は36.3%と,両 群

間 に有意差 は認め られ なか った。

考 察

本研 究 は, 2,217名 を対象 とした調 査に碁つ い

てお り,そ の 回答率 の 高 さ,な らびに環境 騒音

な どの特殊 な要 因 を除 外で きる地域 特性 で ある

こ とな どか ら,本 研 究 の 図的に合致 した分 析対

象 であ る と考 え られ る.

まず,ヘ ッ ドホ ンな どの使 用状 況で あ るが,

中学 生全体 で41.8%,高 校生50.8%と 広 く普 及

して お り(図1参 照),中 ・高 生の 生活 にか な り
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定 着 して い るこ とを裏 付 け る結 果で あ った.神

辺9)の,昭 和54年 東 京都 の高校1・2年 生 を対象

と した質 問紙 調査 では,ヘ ッ ドホン ・イヤ ホン

な どの利 用率 は20%で あ った.小 泉6) 7)の,昭 和

57年 長 野 県の高校 生 を対象 とした調 査 では,男

性45.8%,女 性19.5%の 値用率 で,男 性 に有 意

に高か った.本 調 査 で も,男 子 におけ る使用率

が有意 に 高 く,同 じ結果 であ った.

ヘ ッ ドホ ンな どで聴 いてい る内容 としては,

音楽聴 取 を 目的 と した ものが殆 どで,な か で も

歌 謡曲 ・ニ ュー ミュー ジ ック系が最 も多か っ た

が,ロ ック を聴 く者は 中学生全 体 で30.8%,高

校 生全体 で49.5%と 高 くなってお り(表1参 照),

ウ ォー クマ ン型ヘ ッ ドホ ンの使 用率 が高校 生 に

お いて有意 に高か った(図1参 照)点 と共に 注

目され る.

ヘ ッ ドホ ンな どの使 用 の有 無 と自覚症 状 との

関連性 を調 べ た ところ(表3参 照),使 用 群 では

10.2%,非 使 用群 では7.4%の 有 訴率 で,両 群 間

に有 音差 を認 め る結果 とな った.こ れ は,ヘ ッ

ドホ ンな どの使 用 に よる聴 器障 害発生 の可能性

を支持 す る もの といえ る.ヘ ッ ドホン と聴器 障

害 の関 連性 を指摘 した報告 としては,省 くは1960

年 に萩 野5)の電話 交換手 を対 象 としての調査報 告

が よ く知 られてお り,受話 器に よる難聴 が498名

中46名 に認め られ,難 聴 者は勤務 年数5年 以上

の者に 多か った と指 摘 して い る.ま た1979年 長

野 県高教 組 高水支部 ・学校 保健研 究全10)が"聴 力

障 害の 生徒 の生活実 態"と 題 した報告 の 中で,

 1,00OHzか4,000Hzの20dB純 音 を聴取 で き

ない音 の主要 原 因が,ヘ ッ ドホ ン ・イヤ ホ ンな

どに よ る長期 間 の音楽聴 取 にあ る と推定 して い

る.そ の報 告 を うけ て,小 泉11)は当池 方の 高校 生

を対象 と して調査 し,高 校 生の 中に もc5-dip,

 C5C6障 害 な ど,慢性 騒音 性難聴 を思 わせ る高音障

害 型難 聴が あ るこ とを明 らか に し,さ らに原 因

不 明の高音 障害 型感音 難聴群 におけ るイヤホン・

ヘ ッ ドホ ンの使用 者率 が,同 一地 区の一般 高校

生 に比 し有 意に高 い こ とか ら,難 聴 発生 とヘ ッ

ドホ ンの類 の値用 との 間にに関 連性 があ る ことを

推 定 しで い る.

元来,音 響 に よ る聴器 障害 は,極 め て強大 な

音響 暴 露に よる急 性音響 外傷 と,一 定以上 の音

圧 レベ ルの騒 音 を一定期 間 以上聴 くこ とに よる

慢性 的 な刺激 か ら生 じる,い わ ゆ る騒 音性 難聴

とに2大 別 で きる,そ の前 者に属 す る もの と し

ては,ロ ッ クコンサー ト聴取 や デ ィス コテ ィッ

ク ・サ ウ ン ド暴 露 後に きたす急性 感音 性難聴 が

挙 げ られ,そ れ らに関 す る臨床報 告は,こ こ数

年 かな りの数に 及んでお り,国内報告 例 で も1977

年 の中村2)によるデ ィスコサ ウン ドに よる一例や,

南 ら3)によるロッ クコンサ ー ト後 に発 症 しだ一例

には じま り,最 近 では1985年 佐 藤4)が,昭 和57年

か らの3年 間騒音研 究会 に40施 設 よ り集積 され

た84症 例 をまとめ て,「デ ィス コ難聴 とその周辺 」

と題 し発表 して い る.

後 者の代 表 と して は,職 業 性難 聴や 交通騒 音

な どに よる環境騒 音性 難聴 が挙 げ られ るが,ヘ

ッ ドホ ンの類に よ る聴 器障害 も主 に後 者に属 す

る。小泉6)の報告 で は,へ ッ ドホンに よ る音楽 の

日常 聴 取 音 量 とMCL (most comfortable

level)は,聴 力正 常 な成人群 では ともに平均68.0

dB SPLで,難 聴 群 では平均88dB SPLで あっ

た とい う,臨 床 的に もヘ ッ ドホン使 用 に よる急

性音響 外傷 の発生 報告 はみ られず,急 性 音響外

傷 をきた しうるといわれる130dB以 上(立 木 ら12))

でヘ ッ ドホ ンを使 用す る こ とは きわめ て稀 であ

る と考 え,ヘ ッ ドホンに よ る聴器 障害 は主 に慢

性 的機序 に よる もの にに分 類 した.慢 性 的な 内耳

障 害の うち,職 業性難聴 につ いては,1969年 日

本産 業衛 生学:全の許容 基準 が発表 され,暴 露 さ

れ る騒音 の中心 周波数 お よび その暴露 時間 ご と

の許 容 オ クター ブバ ン ドレベ ル を示 してい る.

河 村13)は,職業性 難聴 認定 時の診断基 準のひ とつ

にに, 85dB (A)を 越 え る有 害騒音 下作 業に3ヵ

月以上従 事 してい たこ とを挙げ てい る.

これ らと同様 に,ヘ ッ ドホンな どを使 って ど

の程 度 以上の レベ ルの音響 に,ど の程 度以上 の

期 間暴 露 され る と聴器 障害 をきたすか とい うめ

や す,い わゆ る基準 を可及 的 に明 らかに させ る

こ とが,ヘ ッ ドホンな どを使 用 した際 の障害 発

生 予 防の ため には大切 で あ る と考 え る.

一般 に
,音 楽 聴取 は 自 らの嗜好 に 基づ き行 な

われ る もの であ って,各 個 人 でその使 用頻 度や

間隔,使 用時 の音量 等は違 ってお り,職 業性 難

聴 認定 時の環境 に おけ る騒 音暴 露基準 の よ うに
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一 定の基 準 は設 け に くい
.

しか し,本 研 究 では 中 ・高 生2,217名 中 のヘ ッ

ドホンな どの使 用者1,022名 につ い て,そ の平均

的 な値 用年 数.1週 間 の うちの使 用 日数 ・およ

び1日 の使 用 時間 を調べ,そ の 結果 か らヘ ッ ド

ホ ン などの使 用時 間 と聴器 障害 発生 との 間 に何

らかの関 連 をみ いだせ ないか検 討 した.そ の結

果,使 用 年数 と有 訴率 の 関係(表5参 照)を み

る と,中 学生 におい て4年 間 を境 と して,前 後

両群 間 の有 訴率 にに有 意差 を認 め た. 1日 使 用時

間 と有訴率 の関 係(表7参 照)で は,中 学 生に

お いて2時 間 を境 に して,前 後両群 間 の有 訴率

に有意 の差 を認 め,中 ・高生 全体 で は,1時 問

を境 として前後 両群 間 に5%の 危 険率 で,ま た2

時 間を境 とす る と両群 間に1%の 危険率 で,各 々

有意 差 を認め た.

騒 音 に よる内耳変 化 につ いて, Stockwell

ら14)多くの報 告 があ るが 村 上15)はこれ らの所見

を要 約 して,"一 般 に らせ ん器 感覚 細 胞へ の音刺

激 に よる影響 は,当 然 の こ となが ら音 圧 の大 き

さ ・吉刺 激 の持続 時 間に比例 して,そ の傷 害程

度や 範 囲は拡 大 され る.与 え られ た音響 の周波

数 特性 もまた重要 で,高 周波数 音域 の場合 に は

低 周波数 音域 の音 響 よ りも,聴 覚機能 の変 化 を

容 易にご発 現 させ る傾 向が あ る,し か しなが ら,

音 響性聴 器 障害 の程度 や範 囲 には各 個体 の受傷

性 の差 異 も問題 となる."と 述べ て い る.こ の点

か らも個 体差 は当然 あ る もの の,ヘ ッ ドホ ンな

どの長期 使用 は,内 耳変化 を きたす 騒音 源 た り

うると考 え られ る.

今 回の研 究 では,ヘ ッ ドホ ンな どの使 用に際

して,ロ ッ ク音楽 は他 の音 楽 ジ ャンルに 比 して

特 に注意 すべ きか ど うか調べ た とこ ろ(表9参

照),ロ ック聴 取群 の 方が非 聴取 群 よ り も自覚症

状 有訴率 はや や高 か っ たが,有 意差 を認 め るにこ

は 至 らなか った.し か し,ロ ック音 楽は,そ の

特徴 としてFlottorpら16)が 報 告 しているように,

演奏 と同時 に最大 音圧 に達 し, 10dBく らいの

極 めて狭 いダ イナ ミック レンジで持 続 し,ロ ッ

ク コンサ ー トでの 騒音 レベ ル はオー バー オ-ル

で90～125dB (SPL)に あ るこ とが 多い. Kuras

ら17)は,ヘ ッ ドtン 使 用 にてロ ック音楽 を聴 く場

合,そ のMCLは25例 全例 で会 話時 のMCLよ

りは るか に高 く,半数 以上 で ロ ック音楽 のMCL

はnational damage risk criteriaを 越 えてい た

と述 べ てい る,こ の ように,ヘ ッ ドホ ン値 用時

に もか らだ ご とその迫力 を楽 しむべ く,強 大 な

音圧 で聴 取す る傾 向が あ る.よ ってヘ ッ ドホ ン

な どの使 用時 には,音 量調 節すべ きこ と,お よ

び長時 間に わた っての連続 聴取 しない こ とは無

論 で あ るが,本 研究 の結果 よ り,安 全 性 を考 慮

に入れ て考 え る と, 1日 の使用 時間 を1時 間以

内に とどめ るこ とが 妥 当で ある と考 え る.

今 回の調査 では,ヘ ッ ドホンな どの使用年 数

および1日 値用 時間 と聴器 症状発 現 との関連が,

高校 生 よ りもむ しろ中学生 に おい て高 く認 め ら

れた(表5・7参 照),若 年 者 の穂 器 は,騒 音 暴

露や あ る種 の薬 剤 な どに対 して成人 よ りも感 受

控 が 高 く,成 人 では永久 的障害 にに至 らない程 度

の もので も,若 年者 で は間題 とな りうる とい う

こ とは,過 去に も多 く指 摘 され てい る18). Bock

とSaunders19), BockとSeifter20)は,明 らか

に構造 的 ・機 能的 に蝸牛 が成熟 したあ とで も,

若 いハ ム スターの 方が騒 音暴露 に対 して高 い感

受 性 を示 す期 間 が あ る と述 べ て お り, Lenoir

ら21) 22)のラ ッ トに音刺激 を加 えての研究 では,ラ

ッ トは本来 生後25日 までに蝸牛 組織 は完全 に成

熟す るが,音 刺激 に よ り,生 後22日 目の もの を

最 大 に,生 後40日 までの ラ ッ トに永 久的 な聴 覚

間値 変化 を認め たが,そ れ以 降の ものに は認め

られ なか った と述べ て いる。騒 音に対 するsensi

five periodは いわ ゆ る思春 期 に まで及ぶ として

お り,そ れ を うけ てUziel23)ら は,内 耳 を と りま

くホル モンの変化 が思春 期 頃に何 らか の形 で お

こ り,そ の後の 成熟 した蝸牛 を保護 す る ように

働 くとい う可能性 を述べ て い るが,更 に実 証 を

要す る点 だ と して いる.

ま た, Rytzner24)は7歳 ・10歳 ・13歳 の生 徒

14,391名 に対 して聴 力検査 を行 ない, 20dB以

上 のc5-dipを 示 した もの が331名(2.3%)に 認

め られ たが, 7歳 では全体 の1.7%な の に対 し,

 10歳 で2.0%, 13歳 で3.2%と 年齢 と共 に増加 し

て お り,年 齢増加 と共 に その障害 程度 も高 くな

ってお り,学 童期 は音刺激 に よ り内耳 機能 に異

常 をきた しやす い として い る.し たが って,今

回 の著者 の研究 で,中 学生 のヘ ッ ドホ ンな どの
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使 常者 に おい て,そ の使用頻 度 と有訴率 の 間にご

高 い関連性 を認 め た(表5・7参 照)こ とは,

小 学校高 学年 か ら中学 頃の10代 前半 期が,そ の

後 より も音刺 激暴露 に よ る聴力 障害 を きた しや

す い こ とを示 してお り,音 刺激 に対 して の いわ

ゆ るsensitive periodが 思春期 頃 までお よぶ と

い う説 と同様 な結 果 を得 た.

また,耳 の有 訴率 とヘ ッ ドホ ンな どの使 用の

有 無 を検討 した結果(表3参 照),本 研究 で は女

子の方が 男子 よりも有訴 率が高かった.森 満25)は,

 c5-dipに 関 して成 人 男子の方が女 子 よ りも受傷

率 が高 く,騒 音受傷 性の性 差 を認め た と述べ て

お り,ヘ ッ ドホ ンを用 い る若年 者 を対 象 とした

小 泉6) 7)やLipscomb26),桧 垣27), Kramerと

Wood28)ら の報 告 でも男子に難聴 者が多かったと

指 摘 してお り,女 子 よ りも男子 の方 が音響 に よ

る聴器受 傷性 が高 い とす る報告 が 多い.本 調査

では,耳 疾 患既往 を有す る割合 が 中.高 生 とも

女 子の方 が男子 よ りも有意 に高 く(表10参 照),

特 に高校 生 にお いて は, 0.1%の 危険率 で有 意差

を認め た.こ の点 が女 子の有 訴率(特 に 高校生

にお いて)の 高 さ と関連 して い る と考 え られ る。

以上 ヘ ッ ドホ ンな どの使 用状況 お よび,こ

れ らの使用 と有訴 率 との関連 性 について述 べて

きた.ヘ ッ ドホンの類 に よる聴力 障害 を論 じる

場 合,聴 いて いる内容 は殆 ど音楽 であ り,音 楽

は休止 や 強弱 の変 化 が多 いため,職 業性 難聴認

定時 の環境 に おけ る騒 音暴露 塾準 の よ うな一定

の規定 をあて はめ に くい.ま た個体 差に よ り音

響 受傷 性 に もかな り差 があ ること4)など種 々の要

棄 を包含 して お り,一 元的 に聴覚障 害 とヘ ッ ド

ホ ンな どの使用 に 因果 関係 を求め るこ とは 困難

で ある.本 研 究 では,自 覚症 状 の有無に 関係 な

く研究 対象 者2,217名 を,ヘ ッ ドホン使用群 と非

使 用群 に分 け て検 討 した とこ ろ,男 女 とも耳疾

患既往 を有す る割 合 に有 意差 を認めなかった(表

12参 類).し たが っ て,調 査対 象者 の居住 す る地

域 特性 の点 も加 えて,本 研究 を考察 す る上 で,

各個 人の耳疾 患既 往 の有無や,過 去 の生 活 にお

け る音響 環境 条件 などの点 は,あ ま り大 きな影

響 因子 で はな い もの と判断 しうる.

今 回の よ うな質 問紙 調査 に出 てこな い ような

無 自覚性 難聴 症例 増加 の問題6) 9) 29)も含め て,へ

ッ ドホ ンの音刺 激 に よる聴 器 障害 の可 能性 が指

摘 され る ように なってか ら,か な りの年 月 が経

過 して い る。著 者 は,ヘ ッ ドホ ンな どの使用 に

よる聴 器障 害の 実 態,因 果 関係 ににさらに一歩 踏

み込 むべ く,今 後 とも調査 ・研 究 を続 け る所 存

で あ る.

結 論

香 川 県大 川郡 の 中・高校 生2,227名 を対 象 と し

てのヘ ッ ドホン使 用 に関す る調査 の結 果 は,

1. ヘ ッ ドホンな どの使用 率 は,中 学 生41.8%,

高校 生50.8%と 広 く普及 してい た.

2. そ の種 類 としては,ヘ ッ ドホ ンが67.0%,

ウ ォー クマ ン型ヘ ッ ドホ ン28.9%,イ ヤホ ン

23.5%と,ヘ ッ ドホ ン使 用 が最 も多か った.

3. 聴 いて いる内容 としては,音 楽聴 取 を 目的

とした ものが 主 で,歌 謡 曲 ・ニ ュー ミュー ジ

ック系につ いで,ロ ッ ク音楽 の聴取 率 が高か

っ た.

4. 耳 につ いての 自覚 症状 有訴率 は,中 学生7.2

%,高 校 生10.3%で,い ず れ も症状 としては

耳鳴 が 多か った。ヘ ッ ドホン値 用群 では中 ・

高校生 全体 で10.2%の 有 訴率 なの に対 して,

非使 用群 は7.4%の 有訴率 で,両 者 間に有 意差

を認 めた.(p<0.05).

5. ヘ ッ ドホンな どの使用 頻度 と有訴 率 の関係

をみ た ところ,使 用 年数 に 関 しては,中 学 生

で, 4年 関 を境 に7.2%対15.7%と, 4年 以上

の使 用群 において有意 に高 い有 訴率 を示 した.

(p<0.05).ま た1日 使 用時 間 に関 しては,

中学 生で2時 間 を境に6.3%対13.5%と2時 間

以上 の使用群 に おいて有 意 に高 い有 訴率 を示

した(p<0.01).

これ らの点 か ら,ヘ ッ ドホ ン使用 に よ る聴

器障 害の可能 性を示唆す る結 果が得 られた こ

と及 び,そ の使用頻 度 が聴器 障害発 現 に対す

る要 因 とな りうる結 果 であ った こ とな どを述

べ た.

稿 を終えるに臨み,本 論文作製ににつ いてご指導 ご

校閲いただいた増田游教 授に深甚なる謝意 を表 しま

す.

また,統 計処理についてのご指導ご助言 をいただ
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いた徳 島大学医学部難聴診療部大崎勝一郎教 授,東

京都老人総合研究所上野満雄博士な らびにご助言い

ただいた岡山大学医学部青 山英康教 授に心 より感謝

串し上げ ます,

最 後に,本 アンケ一 ト調査実施の直接の推進者 と

してお力添 えをいただいた岡山大学医学部小倉義郎

名誉教授に深謝いたします.

本論文の要旨は,昭 和59年11月25日 第10回 日本耳

鼻咽喉科学会中国 ・四国地方部会連合講演会におい

て口演発表 した.
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Acoustic injuries due to headphones among high school students

Katsuro FURUKAWA

Department of Otorhinolaryngology,

Okayama University Medical School,

Okayama 700, Japan

(Director: Prof. Y. Masuda)

A survey was performed at 3 junior and 2 senior high schools in Kagawa Prefecture, in order 
to clarify the use of headphones and the possibility of auditory damage due to headphones. Out 

of 2,217 students, 46.1% used "headphones", including earphones and so-called Walkman-type 

headphones. Most of them used the headphones to listen to music. There was a significant 

difference in the incidence of cochlear symptoms between headphones users and non-users. In 

junior high school students, the incidence of cochlear symptoms was higher in those who had 

used headphones for more than four years and in those who used headphones for more than 

two hours per day. The extent of use correlated with the incidence of cochlear symptoms and 

the results indicate the possibility that acoustic injury could be caused by headphones.


